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Lewis ラットあるいは C57/BL6 マウス大腿骨から採取した骨髄を
12.5%FBS添加 DMEM/F12培地中にて培養し、継代を繰り返すことで MSC
を得た。また Lewis ラット膵臓から単離した膵島を 0.5%トリプシン-EDTA
を用いて単一細胞に分散した。これらを混合し、電気的に融合させ






糖値と体重を 91 日後まで経時的に測定した。膵島 2000 個移植では血糖値、
体重ともに著明な改善が見られた(移植 91 日後血糖値：140.0±5.5mg/dL、
体重：429.0±15.6g：数値は平均±SEM、以下同様)のに対し、膵島 1000 個
単独（移植 91 日後血糖値：407.33±40、体重：300.5±7.94）及び 1000 個
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